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機会の扉を開きましょう！

福 井 敬 悟
（札幌手稲RC）

国際ロータリー第2510地区
2020－2021年度ガバナー

　北海道に例年通り爽やかな夏が訪れました。新年度が
スタートして一カ月、各クラブにおかれましてはCOVID-19 
の影響で通常通りの例会並びに活動が難しい状況の中、
様 な々工夫を以て対応されていることと思います。
　どのような状況下でも時は待ってくれず、万人に等しく刻
まれていきます。
　私は、ガバナーとしての職務のスタートでもある7月1日の
第1回ガバナー会も残念ながらこの影響下でZOOMでの開
催となり、気勢をそがれ残念至極でございました。
　その後、7月7日深川・妹背牛 RC から始まりました公式
訪問は7月中に15クラブの訪問を無事終えさせていただきま
した。PETS、地区研修・協議会の相次ぐ見合わせで、
初めて直接皆さまのお顔を拝見でき、大変嬉しくホッといた
しました。
　各クラブ訪問に際しましては、温かく心のこもったご対応
をいただき、会長・幹事会とクラブ協議会では周到にご準
備された資料等を基に、クラブの現状、計画、課題、地
区への要望などについて有意義な情報共有と交換をさせ
ていただきました。
　例会では、それぞれのクラブの雰囲気を肌で感じること
ができました。今後はこの訪問を重く受け止め、皆さまのお
役に立ち寄り添う地区運営に努めてまいりたいと思います。
　さて、8月は「会員増強・新クラブ結成推進月間」です。
会員増強は、組織を継続、拡大していくため、またその
活動をより活発に、活性化していくために必要で重要なこと
です。
　今年度、ホルガー・クナークRI会長はロータリーの成長
に対して、「数字を掲げて成長を求めることはしません。」
という斬新な発言をされました。
　皆さまには、数字にこだわる代わりに、有機的かつ持続
可能な形でいかにしてロータリーを成長させることが出来る
かを考え、いかに現会員を維持し、クラブにふさわしい新
会員に募れるか、そして立ちはだかる課題に立ち向かうた
め、いかに組織を強く出来るかを考えてほしいと投げかけ
ていらっしゃいます。私たちは常に様 な々課題を自ら見つけ、

そしてその機会に自ら行動を起こさなくてはなりません。
COVID-19パンデミックもあって、ロータリーはさらに興味深
いかたちで進化しています。
　私たちはこの急速な変化に負けてはならないし、負けま
せん。この機会をとらえて、それに適応し、より強いロータリー
と成長させるのです。
　地区方針で掲げた「守・破・離」の「守」である「ロータリー
の基本理念」「定款・細則」「ロータリー章典」という素
材を以て作られた「ロータリーの奉仕理念」という礎を持
つ私たちには、この一見困難なように見える状況において
も、それを乗り越える回復力があると思います。
　それは、ロータリアンが互いに協力し合い手を取り合うこ
とで、大きな力となって行動に移されていくと信じております。
そしてさらに成長させるには、クラブという礎に、新しい素
材とアイデアが効果的です。それは新会員の存在とその
経験・知識だと考えます。
　新会員の増強は必ずクラブに新しい風を吹き込み活性
化すると思います。
　ロータリーの魅力は、多くの人との出会いにあると思いま
す。その人に出会い、共に活動することで、新しいことに
気づき、受け入れ実践することで、難局を乗り越えることも
出来るのです。
　そして、その新会員は、ただロータリーに入会するという
ことではなく、様 な々リーダーシップの機会、地域社会のさ
さやかなプロジェクトから大規模な国際的プロジェクトなどに
奉仕する機会、世界中の友人と、共に、より豊かで意義
ある人生への機会など、無限の機会を得ることが出来るの
です。
　新しい友をクラブに迎える第一歩を踏み出してください。
変化を恐れずに、行動してみることが、クラブの活性化に
必ず繋がると思います。
　地区としてそのお手伝いを精一杯させていただきます。
　会員皆さまの健康と安全が第一でございますので、くれ
ぐれもご健康に留意され有意義な日々 を送られますよう祈念
いたします。
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委員長

武部　實
（札幌南RC・PG）

委員長

小山　司
（札幌RC・PG）

地区ＲI 国際大会推進委員会

地区会員増強委員会

1. 活動方針
１）2020－2021年度の国際大会は、台湾の台北市で2021年6月12日～6月16日の日程で
開催されます。国際ロータリーの基本的方針の確認。

２）世界のロータリアンとの交流。
３）2021年6月13日、福井敬悟ガバナー、地区役員及び委員、参加ロータリアンの慰労
と親睦を目的とした北海道ナイトをシェラトングランドホテルの台北喜來登大飯店で開催
の予定。

2. 活動計画
１）諸々の会合で国際大会をPRする。
２）ガバナー月信を通じて周知し、参加登録の推進を図るとともに、ICT委員会と連携し、
地区ホームページを通じて大会への参加登録を推進する。

３）開催地の台北の人口は2019年10月時点で2,646,204人であり、市域の人口では衛星
都市の新北市に抜かれたものの、中華民国の首都であり、アジア屈指の世界都市で
もあります。北緯25度付近の東アジア大陸と太平洋のあいだに位置し、モンゴル高気
圧と温暖湿潤な太平洋高気圧の影響を受けた亜熱帯気候が特徴です。日本と台湾
とのロータリークラブの交流については、これまで日台ロータリー親善友好会議等を通し
て実りある成果が得られており、特に新北市の第3490地区と当地区との間では毎年、
地区大会への地区役員の相互参加が続けられており、また2018年の「胆振東部地震」
の発生に際しては、いち早く災害義援金をお寄せいただきました。当地区からの多く

1. 活動方針
福井年度の地区目標をサポートする。
1.　地域の職業分類を調査し更なる会員増強を推進する。
2.　クラブ会員の後継者を含めた若者達へ向けて「衛星クラブ」の設立を奨励支援する。
3.　女性会員や40歳未満の会員の入会を特に推進支援する。

各クラブの入会勧誘資料作成へのアドバイス
各クラブの特徴を整理した、入会勧誘資料の整備が重要です。入会勧誘資料があれば、
入会３年未満の会員であっても、会員増強活動に参加する事が出来ます。若い会員が
若い人を誘うことにより、クラブの活性化が期待できると思います。

マスコミ活用による公共イメージの向上
3年間にわたり、財界さっぽろで、毎月2ページにわたり、ロータリー活動を、無料で取り上
げて頂きました。地方のロータリークラブの様 な々奉仕活動を、当地区の会員に知って頂く、
更には道民の皆さんに、ロータリーを理解して頂く、そんな想いでロータリアンの舟本社長
にお願いをして実現した企画です。地区内70全てのクラブの、奉仕活動を紹介致しました。
地区公共イメージ向上委員会等と協力し、全クラブの奉仕活動を小冊子にまとめ、会員
増強に役立てたいと思います。

2. 活動計画
１．2020年7月26日（日）　地区会員増強セミナーの開催
２．地区会員増強委員のガバナー補佐の皆さんと協力し、各クラブの支援を行う。
３．各クラブの優れた会員増強活動を調査し、各クラブに紹介する。

の参加登録をご期待申し上げます。
４）国宝がズラリと並ぶ台北観光の要の国立故宮博物院、蒋介石を讃える中正記念堂、
台湾最大の夜市である士林夜市、台湾観光の定番である九份、台北101などの高
層ビル群など、豊富な人気観光スポット・名所に恵まれています。また、台湾高速鉄
道を利用すると、台北―高雄間345㎞を最高速度300km/hで所要時間約1時間30分
です。この機会に台湾全国に足を延ばしては如何でしょうか。参加の皆様に楽しんで
いただける旅行プランをいろいろご提案したいと考えています。

２

2020－2021 年度  地区委員会活動計画書



1. 活動方針
１）2020－2021年度の国際大会は、台湾の台北市で2021年6月12日～6月16日の日程で
開催されます。国際ロータリーの基本的方針の確認。

２）世界のロータリアンとの交流。
３）2021年6月13日、福井敬悟ガバナー、地区役員及び委員、参加ロータリアンの慰労
と親睦を目的とした北海道ナイトをシェラトングランドホテルの台北喜來登大飯店で開催
の予定。

2. 活動計画
１）諸々の会合で国際大会をPRする。
２）ガバナー月信を通じて周知し、参加登録の推進を図るとともに、ICT委員会と連携し、
地区ホームページを通じて大会への参加登録を推進する。

３）開催地の台北の人口は2019年10月時点で2,646,204人であり、市域の人口では衛星
都市の新北市に抜かれたものの、中華民国の首都であり、アジア屈指の世界都市で
もあります。北緯25度付近の東アジア大陸と太平洋のあいだに位置し、モンゴル高気
圧と温暖湿潤な太平洋高気圧の影響を受けた亜熱帯気候が特徴です。日本と台湾
とのロータリークラブの交流については、これまで日台ロータリー親善友好会議等を通し
て実りある成果が得られており、特に新北市の第3490地区と当地区との間では毎年、
地区大会への地区役員の相互参加が続けられており、また2018年の「胆振東部地震」
の発生に際しては、いち早く災害義援金をお寄せいただきました。当地区からの多く

の参加登録をご期待申し上げます。
４）国宝がズラリと並ぶ台北観光の要の国立故宮博物院、蒋介石を讃える中正記念堂、
台湾最大の夜市である士林夜市、台湾観光の定番である九份、台北101などの高
層ビル群など、豊富な人気観光スポット・名所に恵まれています。また、台湾高速鉄
道を利用すると、台北―高雄間345㎞を最高速度300km/hで所要時間約1時間30分
です。この機会に台湾全国に足を延ばしては如何でしょうか。参加の皆様に楽しんで
いただける旅行プランをいろいろご提案したいと考えています。

委員長

細川好弘
（静内RC・PG）

危機管理委員会
1. 活動方針
国際ロータリー基本理念として五大奉仕部門は、ロータリークラブ活動の哲学的及び実際的
な基準であると声明されております。
標準ロータリークラブ定款第 6条で奉仕の第 5部門である青少年奉仕は、指導力養成活動、
社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの参加、世界平和と異文化の理解を深
め育む交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者によって、好ましい変化がもたらせるこ
とを認識するものであると奨励されております。
未来のロータリアンとして、ロータリー活動に参加するすべての青少年の為に安心・安全な
環境をつくり、これを維持するよう努める為、安全を考え、肉体的・性的あるいは精神的な
虐待から身を守るため、最善を尽くす責任を果たす役割がロータリアンに果たせられている危
機管理を周知する。

2. 活動計画
１）青少年保護のための資料を各委員会・各クラブへ配布、危機管理意識を高める
２）青少年交換委員会プログラムに加えて、インターアクト・ローターアクト・RYLAプログ
ラム活動中の賠償責任保険にも加入

３）地区危機管理委員会を随意開催予定

委員長

石川信行
（札幌手稲RC）

地区文献資料室
1. 活動方針
1. 文献資料室を各クラブがより利用しやすい環境を提供するとともに、新たな文献・資料の
収集方法を検討する。　

2.  時代に適合した文献資料室の在り方を検討する

2. 活動計画
1. 貸出リストを整備するとともに、ガバナー月信を利用して情報発信を行う。

2.  今後の文献資料室の在り方について、検討会議及びヒアリングの実施
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委員長

前田浩人
（苫小牧RC）

委員長

渡邊葉子
（札幌西北RC）

学友委員会
1. 活動方針
１．ロータリーファミリー（インターアクト、ローターアクト、青少年交換、ライラリアン、　ローテックス、
米山奨学生、財団奨学生）及び VTT を対象にこれらの学友とロータリーをつなげる組
織としての学友会活動を支援・協力する。

2．ロータリーとのつながりを再構築することを目的に学友のロータリー活動への参加を推進し、
お互いの活動に対し理解を深める。

3．学友に対するロータリアンの理解向上のための活動を推進する。
4．学友とロータリーをつなぎ、ロータリアンとなることを推進する。

2. 活動計画
１．学友委員会を定期的に開催する。
2．学友すべてが集まる「学友体験・帰国報告会」を開催し、学友相互の親睦と理解を図る。
3．学友会ニューズレターを発行する。
4．学友に対し第2510地区大会へのブース等の参加とクラブ例会での卓話を推進する。
5．日本ロータリー学友会との交流を推進する。
6．財団学友会と米山学友会とローターアクト学友会の活動を支援する。
7．財団奨学生のオリエンテーションへの協力を推進する。

RLI 委員会
1. 活動方針
1．地区内各クラブの活性化につながるRLIセミナー開催を行う。
2．そのための準備（DLスキルアップ・広報活動・参加者満足度アップ）に力を入れる。
3．全クラブが戦略計画を立案できるように、セミナー参加者同士の情報交換を助ける。
4．リーダーシップと多様性の重要性を参加者にご理解いただく。

2. 活動計画
1．年 3回以上のRLIセミナー開催。
2．セミナーに向け、各セッションの重点見直しとDLの情報共有。
3．DLスキルアップのための研修を行う。
4．新DLの育成。
5．セミナーの円滑な運営に向け委員会開催、DLへ協力要請。

委員長

岡崎芳明
（小樽南RC）

クラブ奉仕委員会
1. 活動方針
これからの100年に向けて今年度地区目標である、IT活用と公共イメージの向上、会員基
盤の強化、クラブ戦略計画の作成の達成を目指し、公共イメージ向上委員会、ICT委員会、
ロータリー情報委員会と共に活動していく。
併せて各委員会同士の任務や責務や活動計画を共有しながら課題を整理し、地区内クラ
ブの現状を把握し効果的な委員会活動を進めていく。

2. 活動計画
1、クラブ奉仕委員会に於いて、各委員会の活動計画を共有し、協力できる部分を明確に
する。

2、各クラブに担当者リストを作成頂き、クラブ奉仕委員会としての合同リストを作成する。
3、各委員会がクラブに対し情報収集する場合、重複等を避けるためのルールを検討する。
4、 各クラブの活動内容の現状を把握し、各クラブの求めているものを明確にとらえ、共有す
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る。
5、各クラブのクラブ奉仕委員会に関係する活動計画を把握し、各ガバナー補佐を通して情
報収集、経過観察の協力をお願いし、対応策を委員会内で協議しガバナー補佐に伝え、
参考にして頂く

6、上記計画の為に各クラブに対してアンケート調査を適宜行っていきたい
7、クラブ奉仕委員会を定期的に開催する。



1. 活動方針
これからの100年に向けて今年度地区目標である、IT活用と公共イメージの向上、会員基
盤の強化、クラブ戦略計画の作成の達成を目指し、公共イメージ向上委員会、ICT委員会、
ロータリー情報委員会と共に活動していく。
併せて各委員会同士の任務や責務や活動計画を共有しながら課題を整理し、地区内クラ
ブの現状を把握し効果的な委員会活動を進めていく。

2. 活動計画
1、クラブ奉仕委員会に於いて、各委員会の活動計画を共有し、協力できる部分を明確に
する。

2、各クラブに担当者リストを作成頂き、クラブ奉仕委員会としての合同リストを作成する。
3、各委員会がクラブに対し情報収集する場合、重複等を避けるためのルールを検討する。
4、 各クラブの活動内容の現状を把握し、各クラブの求めているものを明確にとらえ、共有す

委員長

武蔵輝彦
（岩見沢RC）

公共イメージ向上委員会
1. 活動方針

「ロータリーは機会の扉を開く」

この「扉」の見える化に一年間努めてまいります。

2. 活動計画
1. 地区内クラブに対する情報の受発信
　　ロータリー公共イメージコーディネーターとの連携
　　地区委員会との連携
　　地区幹事との連携
　以上のことを通して、各クラブに公共イメージ戦略の情報提供に努める。
2. ＩＣＴ委員会との連携
　地区のプロジェクトや地区委員会の活動、各クラブの活動を外部に向けて発信する。
3. 委員会のスキルアップ
　　効果的な広報の研究
　　ＲＩの公共イメージ戦略の把握
　　地区プロジェクト、地区委員会の情報把握
　　地区ガバナーとの情報交換
      定期的に委員会を開催し、しっかりとアンテナを張り情報の受発信に努める。

し掲載する。
7. 例会において３分間情報を提供する。
8.ロータリー出版物の紹介。
9.クラブ会報委員会、プログラム委員会、広報委員会との緊密な提携が必要。

②入会３年未満に対するオリエンテーション
1. ロータリーの基礎知識や考え方についての理解に乏しく、不正確な解釈や疑問を抱
えたままになっているケースも多いので、ロータリーの基礎知識や基本的考え方につい
て正確な情報を提供する必要がある。
2．ＩＭ・地区大会に推薦者と共に出席するように依頼する。
3. 中堅会員、ベテラン会員に対するオリエンテーションなどが必要であることをお知らせ
する。
4.クラブ中、長期計画を企画立案の確認

委員長

坂井　治
（千歳セントラルRC）

ロータリー情報委員会
1. 活動方針
クラブ奉仕委員会との協力でクラブの会員基盤強化、クラブ中、長期計画を企画立案ので
きていないクラブに対しての支援を行います。
またロータリー情報委員会は RLI 委員会と協力してクラブの強化のお手伝いが出来るよう努
めます。
活動が停滞しているクラブに対しては、必要に応じて地区委員会が支援いたします。
クラブ委員会の構造を参照し、クラブのどの委員会と協力出来るか検討いたします。
クラブが現状分析を行って強みと弱みを突きとめられるよう援助し、各クラブが支援を必要と
する分野を判断できるように支援します。

2. 活動計画
次の項目についてクラブからの情報を収集し未達成クラブに対し支援する
①クラブの情報委員会の任務
1. 入会候補者にロータリー・クラブにおける会員の特権と責務に関する情報を提供する。
2. 会員にロータリーの歴史、目的、活動に関する情報を提供する。
3. 入会してから最初の一年間、新会員のオリエンテーションを監督する。
4.クラブの創立記念、ロータリー創立記念日の特別プログラムを実施する。
5.ロータリーの歴史や奉仕に関するフォーラムや勉強会を実施する。
6.クラブ会報に、ＲＩの各種プログラム、諸会合、その他ニュースなどをロータリー情報と
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る。
5、各クラブのクラブ奉仕委員会に関係する活動計画を把握し、各ガバナー補佐を通して情
報収集、経過観察の協力をお願いし、対応策を委員会内で協議しガバナー補佐に伝え、
参考にして頂く

6、上記計画の為に各クラブに対してアンケート調査を適宜行っていきたい
7、クラブ奉仕委員会を定期的に開催する。



委員長

堀元雅司
（札幌南RC）

ＩＣＴ委員会

職業奉仕委員会

1. 活動方針
１）効果的に情報発信と情報交換のためのSNSの利用を促進する。
２）「My Rotary」登録サポート。
３）第 2510 地区内のクラブで行われている取り組みの情報の共有。

2. 活動計画
１）国際ロータリーも推奨するSNSを効果的に使い情報発信と情報交換を促進出来るように、
現在ロータリー情報委員会で作成した Facebook のグループを ICT委員会で引き継ぎ、
会員を更に増やして、タイムリーな情報発信が出来るように進める。SNSの会員を増やす
ためにも、登録方法の利用促進のパンフレットを作成、ガバナー補佐にも会員になって頂
きたい。

２）ICT 委員会の引き続きの課題でも有るMy Rotary の登録の推進のサポートは、続けて
まいります。My Rotaryに登録することにより得られる情報や、ロータリークラブセントラルが、
より有効に機能する為にも登録の推進をお願いする。

３）各クラブでの取り組みを、もっと他のクラブへも情報として発信する事で、新たな取り組み
のヒントになると考えます。もっと情報の共有をタイムリーに行って行きたい。

委員長

玉井清治
（函館亀田RC）

1. 活動方針
ロータリーの職業奉仕理念を正確に各クラブ職業奉仕委員長さんへ伝えることに重点を置き、
卓話、フォーラム等を通じて理解を深めていただけるよう支援する。また、従来の活動に加え、
ＩＣＴを活用したコンテンツの作成や委員会活動に取り組む。

2. 活動計画
計画１　「わかりやすい職業奉仕 2510」資料の作成。テーマごとに5分間前後のYouTube

動画を作成して地区ホームページ及びガバナー月信に掲載し、QRコードにて、い
つでも、どこでもスマートフォンにて見られる環境を整備する。（新型コロナウィルス
の影響による対策）

計画２    地区のホームページに「職業奉仕」のコーナーを創設していただき、関連資料を
ダウンロードできるように告知する。

計画３　 クラブ個別支援。
計画４　 委員会内での勉強会の開催。

し掲載する。
7. 例会において３分間情報を提供する。
8.ロータリー出版物の紹介。
9.クラブ会報委員会、プログラム委員会、広報委員会との緊密な提携が必要。

②入会３年未満に対するオリエンテーション
1. ロータリーの基礎知識や考え方についての理解に乏しく、不正確な解釈や疑問を抱
えたままになっているケースも多いので、ロータリーの基礎知識や基本的考え方につい
て正確な情報を提供する必要がある。
2．ＩＭ・地区大会に推薦者と共に出席するように依頼する。
3. 中堅会員、ベテラン会員に対するオリエンテーションなどが必要であることをお知らせ
する。
4.クラブ中、長期計画を企画立案の確認

1. 活動方針
クラブ奉仕委員会との協力でクラブの会員基盤強化、クラブ中、長期計画を企画立案ので
きていないクラブに対しての支援を行います。
またロータリー情報委員会は RLI 委員会と協力してクラブの強化のお手伝いが出来るよう努
めます。
活動が停滞しているクラブに対しては、必要に応じて地区委員会が支援いたします。
クラブ委員会の構造を参照し、クラブのどの委員会と協力出来るか検討いたします。
クラブが現状分析を行って強みと弱みを突きとめられるよう援助し、各クラブが支援を必要と
する分野を判断できるように支援します。

2. 活動計画
次の項目についてクラブからの情報を収集し未達成クラブに対し支援する
①クラブの情報委員会の任務
1. 入会候補者にロータリー・クラブにおける会員の特権と責務に関する情報を提供する。
2. 会員にロータリーの歴史、目的、活動に関する情報を提供する。
3. 入会してから最初の一年間、新会員のオリエンテーションを監督する。
4.クラブの創立記念、ロータリー創立記念日の特別プログラムを実施する。
5.ロータリーの歴史や奉仕に関するフォーラムや勉強会を実施する。
6.クラブ会報に、ＲＩの各種プログラム、諸会合、その他ニュースなどをロータリー情報と
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委員長

富岡　豊
（静内RC）

国際奉仕・ＶＴＴ委員会
1. 活動方針
第2510地区 各クラブの皆様に、地区国際奉仕・ＶＴＴ委員会の活動を理解していただき、
国際奉仕事業へ参加、現地検証などしていただけるようにサポートする。
地区事業として、職業訓練事業をタイの第3340地区 ノンカイの職業訓練校において展開す
る。
また、国際奉仕・ＶＴＴ事業には地区ロータリー財団等との連携をとるものとする。

2. 活動計画
１. 国際奉仕事業の実施
各クラブに、支援国の実情に応じてモデルプランを提供し、国際奉仕事業の参加をお願
する。
また、国際奉仕活動には各クラブからの支援を中心に、地区ロータリー財団や他の地区、
各委員会の協力を得て、事業をスムーズに展開する。
さらに、現地事業検証を企画・実施し、事業の進捗状況を確認するとともに、相手国ロー
タリークラブとの友好を図り、長年築いてきた絆をさらに強いものとし、将来の展望を協議し
ていくものとする。

2. 職業訓練奉仕事業（VTT事業）の実施
タイ国第3340地区ノンカイにおいて、ノンカイ技術訓練校での実施事業で工業用ミシンを用
いた製品デザイン制作及び職業訓練理美容事業の継続的支援を行う。
3. 国際奉仕事業の啓蒙
卓話、ロータリー雑誌、地区行事、ホームページ等にて、地区国際奉仕事業・VTT 事
業を紹介し多くの会員に理解、そして賛同を得ていくものとする。

委員長

髙山和宏
（札幌東RC）

社会奉仕委員会
1. 活動方針
各クラブの社会奉仕活動をサポートするため、地区内の 70 クラブにおける社会奉仕活動の
実情を把握し、その情報を地区内会員ひとりひとりと共有できるよう、情報提供を積極的に行
います。情報を共有することで、各クラブが現在抱えている課題や悩み等の解決に向けたきっ
かけをつくり、 クラブより地区委員会に何らかの支援を求められた場合は、クラブやグループと
連携し、奉仕活動の充実に寄与するよう努めます。
また、地区委員会が窓口として行った「120万本の植樹」事業や、胆振東部地震の災害
支援事業についても、引き続き必要な活動を実施します。

2. 活動計画
①各クラブの奉仕活動の現状を把握し、必要に応じて情報交換、情報提供を行い、クラブ
との連携を図り、奉仕事業の改善や充実や、地域ニーズに応じた新たな奉仕事業スター
ト等を支援する。
②財団委員会と連携し、地区補助金制度の積極的な活用を奨励する。
③「120 万本の植樹」事業として行った当別町・道民の森に植樹した苗木の保育（下草刈り）
を年２回 ・造園業者の協力のもと、実施する。
④時間の経過とともに変化する支援ニーズをしっかり捕まえながら、胆振東部３町を中心に災
害支援事業を継続して実践するとともに、これまでの活動報告を取りまとめる。
可能な限り、クラブ例会等に出席し、活動報告を行い、会員の方々にどのような支援活
動をおこなっているか知ってもらう。
⑤上記、活動計画に則り、地区研修・協議会分科会を実施する。
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委員長

山口史朗
（札幌東RC）

青少年奉仕委員会
1. 活動方針
１. 各クラブの青少年奉仕活動支援（情報提供・企画運営補助・コーディネート）
2. 青少年交換、インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡの各委員会連携と情報交換
3. 常設プログラムの各クラブへの浸透と導入を目指した広報・支援活動
4. 地区行事への協力と青少年の参加促進

2. 活動計画
１. ローターアクト全国研究会開催成功に向けての支援活動と登録協力
2. ＲＹＬＡの地区内定着に向けて、複数開催と参加者増への推進と協力
3.インターアクトクラブの新設
4. ＲＯＴＥＸなどの学友把握と組織化への体制作り
5. 危機管理委員会との密接な連携による青少年の保護の徹底
6. 各クラブからの要望・要請に対する対応力強化
7. 各クラブの青少年奉仕事業の把握と支援。好取組事例の情報発信。
8. 各クラブの青少年奉仕事業についての地区補助金申請サポート
9. 青少年交換のグループ基金の拡大努力
10. 委員会の開催

青少年交換委員会
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委員長

西村英晃
（恵庭RC）

1. 活動方針
・派遣候補生、受入学生、ROTEXが意義ある活動ができる場を提供する。
・参加学生に青少年交換 / ロータリークラブの理解を深めてもらえるオリエンテーション各行
事の企画を行う。

・参加クラブに対してクラブ、カウンセラー、ホストファミリーの役割に対しての理解を深めても
らえるオリエンテーション作りを行う。
・青少年交換事業にROTEXの参加を促す。

2. 活動計画
・派遣候補生、受入学生オリエンテーションを実施（全12回程度）
・参加クラブ、カウンセラー、ホストファミリー向けのオリエンテーションを実施
・受入学生歓迎会、派遣候補生壮行会、帰国報告会を実施
・秋季、冬季、春季にROTEX、派遣候補生、受入学生を対象に研修を実施
・第 2500 地区との交流を実施（全 3回程度）
・オリエンテーションにROTEX参加を促し実体験報告、各行事への参加協力をしてもらう。
・派遣候補生、受入学生、ROTEXが参加し奉仕活動を実施
（さっぽろ雪まつり、幼稚園慰問など）
・必要に応じて地区内高校へのプログラム/事業説明を行う。
・ROTEXの組織化を継続課題とし、実体のあるROTEX活動の構築を行う。
・各種オリエンテーションの内容を再検討、より時代にあった内容に改善し参加者に理解をし
てもらえるように努める。
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11月～12月　第2回 RYLAセミナー準備
1月　　　　 第2回 RYLAセミナー開催
2月～3月　　第3回 RYLAセミナー準備
3月　　　　 全国 RYLA研究会への参加
4月　　　　 第3回 RYLAセミナー開催（宿泊研修）
5月～6月　　RYLAセミナー報告書取りまとめ

ローターアクト委員会

RYLA委員会

委員長

川本康裕
（室蘭北RC）

1. 活動方針
①地区ローターアクト委員会とローターアクト地区メンバーお互いの連携を押し進めていく。
②提唱クラブはもとより、提唱していないクラブに対してアクトの活動を理解して頂き、クラブの
増強を計る。
③地区アクトの活動をサポートしていく。
④ローターアクト学友会の支援を行い交流を深め、アクトメンバー及びクラブ増強に協力を願
う。
⑤今年度「第33回全国ローターアクト研修会」のサポートを行う。

2. 活動計画
①地区ローターアクトクラブとの連携を強化し、情報交換を密にして、効果的な奉仕活動を行っ
ていく。
②地区ローターアクト委員会のメンバー同士、委員長に集まる情報をメンバー全員が共有し、
委員会内での役割を明瞭化する事により、更なる透明性を計る。
③ローターアクトクラブの活動がいかに直接ロータリークラブの活動に繋がるかと言う事を提唱
クラブは元より、否提唱クラブに認識して頂く活動を行う。
④昨年度発足した「ローターアクト学友会」を活用して、アクト会員増強、地区内活動にお
ける情報や、具体的活動内容についての指導等を促す。
⑤地区インターアクト委員会と連携を取り、ローターアクトへの入会を促す。
⑥地区ローターアクト委員会の活動内容の見直しを計る。地域に根差した活動がローターア
クトの基本であるので、そのプロジェクトに集中できる環境整備に努める。
⑦今年度は2021年3月14日、15日に札幌で開催予定となっている「第33回ローターアクト研修
会」が行われます。ローターアクト1,000人計画として、全国のローターアクターを1,000人
札幌の地に集めようと言う目標を掲げています。当地区ローターアクト委員会は元より、当
地区ロータリアンの協力に向けて活動を行う。

委員長

西方洋昭
（岩見沢RC）

1. 活動方針
　RYLA委員会はロータリー、ユース、リーダーシップ、アワードの名の通り、ロータリーの青
少年指導力育成プログラムとして、若い世代の多様なニーズ、地域性に合った形でセミナー
開催できる委員会活動、地区内にRYLAを知っていただく委員会活動を行います。
　ロータリーに関わる青少年、インター、ローター、交換留学生、奨学生、また、地域の若手リー
ダー候補、各企業のリーダー予備軍など、すべてのユースと関わりを持てるのはRYLAです。
RYLAセミナーを通して、指導力の育成は勿論、ロータリーの理念が、如何に次の時代を
見据えたものか、どれほど君たちのことを考えているかと言う思いを、素敵な先輩ロータリアン
の背中を、未来のリーダーに見て感じてもらう機会としてのRYLAセミナーを開催します。予
定としては地区大会の並行プログラムが第一弾と考えています。
　更に各クラブにRYLAを知っていただく為の布教活動として、1年間では難しいかと思いま
すが、全70クラブでRYLAを理解していただく為のお話をさせていただければと考えていま
す。
　また、ローターアクトは全国研修会開催の年でもあります。ローターアクトとつながりが深い
RYLA委員会として委員会メンバーはもとよりライラリアンも含め、全面的なバックアップをさせ
ていただきたいと考えています。

2. 活動計画
4月～7月　　新たなRYLAプログラムの企画検討、セミナーの実施計画作成
7月　　　　 RYLAセミナーの年間計画を告知（各クラブへの広報活動）
8月～9月　　第1回 RYLAセミナー準備
10月　　　  第1回 RYLAセミナー開催（地区大会並行プログラム）



委員長

熊澤隆樹
（小樽RC・PG）

地区ロータリー財団委員会
1. 活動方針
地区ロータリー財団委員会（DRFC）は、各クラブの地区補助金の活動資金（DDF）の
十分な活用と、RIの優先事項の目標達成のため、財団への寄付の推進をはかるためにロー
タリアンの教育・意欲喚起の啓発を進めて参ります。
　委員会は、ロータリー財団とロータリアンをつなぐ連絡係として、当地区の半数近くのクラブ
が一度も財団の資金を使用していないということを改善し、特に19人未満の小規模クラブの
財団プロジェクトへの参加と、同時に寄付の増額を促します。
そのために、これまでに行われてきた種々のプログラムを紹介致します。

2. 活動計画
１．財団委員会及び関連委員会は、少なくとも2ヶ月毎に開催し、要請に応じて各委員会に
財団委員長が参加致します。

２．財団関連委員会と協力して、各クラブで行われる財団プログラムの実施に協力して参りま
す。

３．必要に応じて関連委員会を開催して参ります。
４．学友委員会と協力して、学友の積極的な財団プログラムへの参加と、学友のロータリー
クラブへの入会を推進して参ります。

５．クラブからの要請があれば、各クラブへの卓話に財団委員会委員が出講致します。
６．国際奉仕への関心を深め、奉仕活動の参加を推進致します。

10

11月～12月　第2回 RYLAセミナー準備
1月　　　　 第2回 RYLAセミナー開催
2月～3月　　第3回 RYLAセミナー準備
3月　　　　 全国 RYLA研究会への参加
4月　　　　 第3回 RYLAセミナー開催（宿泊研修）
5月～6月　　RYLAセミナー報告書取りまとめ

インターアクト委員会

委員長

大西正啓
（札幌モーニングRC）

1. 活動方針
青少年の中でも特に重要な思春期の若者がロータリーという世界組織の個体活動に触れるこ
とにより、自分自身の持つ可能性を大きく開花させる機会をつくれるようにする。

2. 活動計画
上記の方針を達成させるため、研修旅行、地区大会（並行プログラム）、年次大会において、
より有益なプログラムを作定する。

1. 活動方針
　RYLA委員会はロータリー、ユース、リーダーシップ、アワードの名の通り、ロータリーの青
少年指導力育成プログラムとして、若い世代の多様なニーズ、地域性に合った形でセミナー
開催できる委員会活動、地区内にRYLAを知っていただく委員会活動を行います。
　ロータリーに関わる青少年、インター、ローター、交換留学生、奨学生、また、地域の若手リー
ダー候補、各企業のリーダー予備軍など、すべてのユースと関わりを持てるのはRYLAです。
RYLAセミナーを通して、指導力の育成は勿論、ロータリーの理念が、如何に次の時代を
見据えたものか、どれほど君たちのことを考えているかと言う思いを、素敵な先輩ロータリアン
の背中を、未来のリーダーに見て感じてもらう機会としてのRYLAセミナーを開催します。予
定としては地区大会の並行プログラムが第一弾と考えています。
　更に各クラブにRYLAを知っていただく為の布教活動として、1年間では難しいかと思いま
すが、全70クラブでRYLAを理解していただく為のお話をさせていただければと考えていま
す。
　また、ローターアクトは全国研修会開催の年でもあります。ローターアクトとつながりが深い
RYLA委員会として委員会メンバーはもとよりライラリアンも含め、全面的なバックアップをさせ
ていただきたいと考えています。

2. 活動計画
4月～7月　　新たなRYLAプログラムの企画検討、セミナーの実施計画作成
7月　　　　 RYLAセミナーの年間計画を告知（各クラブへの広報活動）
8月～9月　　第1回 RYLAセミナー準備
10月　　　  第1回 RYLAセミナー開催（地区大会並行プログラム）



委員長

松原重俊
（砂川RC）

財団奨学金・平和フェロー委員会
1. 活動方針
国際ロータリーとロータリー財団の指針に沿って、ロータリー財団の奨学生として相応しい奨
学生を海外に送り出せるよう、研修および選考のシステムを構築し、ロータリーの重点分野や
世界平和を通じて活躍していける様、未来に繋いでいけるようサポートに努めていく。
更には、留学期間が終わった後も様 な々支援をし、当地区での報告の機会等を頻繁に設け
るようにし、地区内ロータリアンの皆様への財団奨学金の啓蒙活動にもつなげていく。
更には、財団学友となった奨学生達が将来ロータリアンになって頂けるよう努めていく。

2. 活動計画
①募集選考準備　
②財団への申請準備
③出発する奨学生者の壮行会準備
④候補者の募集選考・面接　
⑤選考された候補者への説明会（今後の予定説明・誓約書の授受等）

11

地区財団補助金委員会

委員長

澁谷良治
（札幌真駒内RC）

1. 活動方針
・R財団と地区の規程、方針に基づき活動をします。
・2020-21年度の年次寄付金は 2017-18年度の未配分DDFの20%の半額が追加され、補
助金上限額は111 千ドル (12 百万円 )の見込みです。

・プログラムの申請は 55クラブ（2019-20年度45クラブ )を予定していますが、2 次募集はい
たしません。

2. 活動計画
－財団補助金の承認ルール－　　（申請の状況により変更もあります）
①1クラブ 1プロジエクトの申請とする。
②クラブへの補助金の配分は3年前の年次寄附金の1/4（25%）を上限額とする。
③9人以下の小規模クラブで年次寄附金の 1/4 が10万円を下回る場合は補助金を10万円
とする。
④最高額50万円とする。
⑤申請締切り2020年5月31日
⑥申請書を提出（補助金プログラム、補助金振込先口座、見積書）。
⑦MOU（覚書）を提出する。

⑥壮行会準備・実施
⑦報告書・レポートの確認と配信
⑧帰国した奨学生による報告会　プレゼンテーション（財団学友会への協力）
⑨各クラブでの卓話や地区行事での財団奨学金についての広報活動



1. 活動方針
国際ロータリーとロータリー財団の指針に沿って、ロータリー財団の奨学生として相応しい奨
学生を海外に送り出せるよう、研修および選考のシステムを構築し、ロータリーの重点分野や
世界平和を通じて活躍していける様、未来に繋いでいけるようサポートに努めていく。
更には、留学期間が終わった後も様 な々支援をし、当地区での報告の機会等を頻繁に設け
るようにし、地区内ロータリアンの皆様への財団奨学金の啓蒙活動にもつなげていく。
更には、財団学友となった奨学生達が将来ロータリアンになって頂けるよう努めていく。

2. 活動計画
①募集選考準備　
②財団への申請準備
③出発する奨学生者の壮行会準備
④候補者の募集選考・面接　
⑤選考された候補者への説明会（今後の予定説明・誓約書の授受等）

委員長

島　義慈
（当別RC）

財団資金推進委員会
1. 活動方針
・ロータリー財団への寄付（年次基金、恒久基金、PHS、ポリオ基金）
・ロータリークラブカードの推進
・ゼロクラブ0の達成
・米山記念奨学会への寄付
・各クラブの社会奉仕活動の補助金にもなるので全クラブが応募申請して頂ければと願い、
補助金委員会とも連絡しながら寄付金の増進を計りたく思っています。

2. 活動計画
・年次寄付金　＄150 以上　1名／年
・ポリオへの寄付金　＄30以上　1名／年
・米山記念奨学会への寄付金　￥16,000以上　1名／年
・財団事業への寄付のため月一度の例会時の粗食会の勧め全クラブがロータリークラブカー
ドに加入して頂けるように努める

委員長

伊藤利道
（札幌幌南RC）

ポリオプラス委員会
1. 活動方針
①ロータリーが行ってきたポリオ撲滅活動を引き続き推進する。日本においてポリオ撲滅活動
を行う意義を会員・地域社会に発信する。
②ポリオ撲滅に対してグループやクラブが地域社会等との連携や協力を図り、募金活動やイ
ベント活動を積極的におこなう事を推奨しサポートしていく。
③ポリオ撲滅活動を通してロータリーの公共イメージの向上をはかる。

2. 活動計画
①会員一人30ドルのロータリー財団ポリオ撲滅寄付目標について、会員の理解と協力を促進
すると共に、年間1,500ドル以上の寄付によりクラブ表彰を受ける事を広報し、地区目標達
成に努力する（会員1人30ドル達成のクラブに対してポリオ委員会より達成記念バナーを贈
呈する）
②世界のポリオ撲滅活動の近況情報を地区ホームページに掲載し、また卓話や研修などを
通して地区内の理解を深めるようにしていく
③ローターアクトと連携して、ポリオ撲滅活動を行う。
④地区大会にてポリオ委員会ブースを設置、ポリオ撲滅活動を更に推進していく。
⑤グループやクラブのポリオ撲滅活動のサポートの一つとして、ポスターや各種グッズを作成し、
各クラブに配布・販売する。
⑥地区内で行われた奉仕活動の動画や静止画を募集し、冊子やＣＤに記録・保存し、各
クラブに配布する。
⑦上記の活動を遂行するためポリオ委員会を定期的に開催する。
⑧各クラブで世界ポリオデーなどに活用していただくポリオに関するＤＶＤを作成する。
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⑥壮行会準備・実施
⑦報告書・レポートの確認と配信
⑧帰国した奨学生による報告会　プレゼンテーション（財団学友会への協力）
⑨各クラブでの卓話や地区行事での財団奨学金についての広報活動



委員長

佐藤竜也
（北斗RC）

米山記念奨学・ 学友委員会
1. 活動方針
①米山記念奨学事業へのご理解とご協力を推進します。
・事業の目的の周知 徹底
・年間寄付目標 16,000 円普通寄付 4,000 円、 個人寄付 12,000 円
上記目標のため、 各 クラブ、 各会員へのご協力を依頼する。
②米山学友会の運営や活動をサポート し、事業に対して 委員が積極的に参加し米山学友
会、米山奨学生、ロータリアンの交流を深める支援をしていきます。

2. 活動計画
①各クラブ、事業等で米山奨学生・米山学友の卓話を実施します。
②一昨年度より取り入れたサブ世話クラブ制度を充実させる。
・世話クラブ毎に一サブ世話クラブを設置し、主に奨学生の夏休み・冬休みの期間に年
2回程度サブ世話クラブに赴き、卓話や交流を行います。

・原則的に奨学生は単独でサブ世話クラブを訪問し卓話交流を行います。
・サブ世話クラブは、世話クラブの受入が困難な遠隔地のクラブとします。
・奨学生の交通費の一部として各世話クラブに年間 10,000 円を補助します。
③地区大会への米山学友・奨学生の多くの参加を支援します。
④米山学友も含めた米山奨学生間の交流とカウンセラー研修を兼ね 一泊研修旅行を企画
し、 ロータリーへの理解を深める大きな機会とします。

⑤上記研修にはできるだけ世話クラブ等奨学生の受入が困難な地域で行い、遠隔地のグ
ループとの交流を図ります。

⑥上記目標達成のため年5回程度の委員会を開催します 。
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COVID-19感染拡大の中でのクラブ運営
　新しい年度が始まりましたが、コロナウイルスの感染拡大が世界中で収束が見えない中、各地区・クラブ
は地区行事やクラブ例会もコロナ前には戻れず、厳しい状況にあるものと拝察いたします。
　3大研修もオンラインやビデオでの研修を余儀なくされた地区がほとんどであったかと思います。新年度が始
まる前に、ガバナーエレクトと会長エレクトが face to face の会合を持つことが出来ずに新年度を迎えたので
はないかと考えます。そのような状況を考慮すると、情報を共有する方法として、否応なくオンライ ンミーティ
ングやユーチューブなどを上手に活用する必要があります。ガバナーはじめ地区リーダーには、この機会に、
地区・クラブレベルでの IT リテラシーを向上するようリーダーシップを発揮していただきたいと考えます。 2 月に 
RI より提供された資料によりますと、「 My ROTARY 」登録率は高い地区でも65％にとどまり、低い地区
では20％に未だ届かない地区も散見されます。
　改めて指摘するまでもなく、RI からの情報はほとんどが「My ROTARY」経由となっています。様 な々奉
仕活動や資料、ロゴ、テンプレートやラーニングセンターでの研修などが利用可能です。この機会に是非、
クラブ会員、特にご高齢の会員への支援を地区リーダーの方々にお願いしたいと思います。先日、地区内
のクラブからオンライン例会への招待があり、メークアップをいたしました。卓話の講師は、 2830 地区の関場
PGがお話され、 2690地区、松本 PG 他1名の会員が参加され、総勢 70 名近い例会でした。卓話の前には、
グループごとに分かれて、 zoomでの会話で盛り上がり、内容の濃い例会となりました。マローニー前会長は、
先月に開催された各地域ロータリーコーデイネーターとの zoom でのミーテイングで次のことを強調されました。 
1 つは zoom 等オンラインでの例会の奨励、 2 つ目は、ハイブリッド型（通常例会とオンライン例会のミック ス）
の奨励、そして、最後はコロナ下、大変な状況であるが「会員増強」の重要性を強調されました。是非、
この機会を捉え、 IT リテラシーを向上させ、合わせて「My ROTARY」の登録率を上げるよう奨励ください。
　前年度末に、各地域で地区・クラブレベルでの「戦略計画」の導入状況を、調査いたしました。その結果、
ほとんどの地区で「戦略委員会」は設置され、活動をされていましたが、クラブでの「戦略計画」導入には
相当な温度差があることが分かりました。中には、地区内クラブにおいて「戦略計画」導入クラブ０という地
区もいくつか散見されました。コロナウイルス感染拡大下、各クラブはその所在する地域社会での立ち位置
を再確認し、クラブの現状を踏まえたうえで、クラブのビジョンを再度、明確にする必要があると思います。こ
れまでの、固定化した例会の在り方やコロナ後への対応を踏まえたうえでの例会など再考する必要があると
感じています。コロナ前の社会には戻れない中で、この機会に、クラブの戦略計画を真剣に考える時にある
と思います。

第２地域 ロ ータリーコーディネーター 水野 功（東京飛火野RC）

Region 1 & 2 & 3

2020年 ８月号 No.1
発行 :Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

コーディネーター

NEWS
コーディネーター

NEWS
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今こそロータリーがその真価を発揮する時
　みなさんは最近 My ROTARY のロータリーショーケースを覗かれたことがあるでしょうか？世界中のロータ
リークラブがコロナ支援の為に行った数々のプロジェクトが紹介されていますが、その数の多さには嬉しい驚き
があります。日本国内でもたくさんのクラブが医療従事者へのフェイスシールドや防護服の寄贈、バランスの
取れた食事の提供などを行なっています。新型コロナウイルス感染拡大のこの時代は我々人類にとって大き
な試練の時ではありますが、今こそロータリーがその真価を発揮すべき時であると言えます。それにはまずロー
タリアン自身がロータリーの価値を再認識すること、そしてそれを外に向けて発信していくことが重要です。そ
うすることが会員の気持ちをロータリーにつなぎとめることになり、同時に新会員を迎えるきっかけともなりえます。
「世界を変える行動人」として奉仕活動を行っていきましょう！そして、それを伝えていきましょう！
　ロータリーの「新しいビジョン声明」を支える行動計画、４つの優先事項、その１は「より大きなインパクト
をもたらす」であり、その２は「参加者の基盤を広げる」であります。この二つの優先事項がつながりを持つ
ためには、ロータリアンは自分たちの体験したことを自分たちの言葉で語る必要があります。その体験を聞い
た人たちがインスピレーションを受け取って、ロータリーに参加する気持ちになることが大切なのです。では私
たちロータリアンが外に向けてロータリーを発信する時、それがＨＰであれ、ＳＮＳであれ、イヴェントであれ、講
演会であれ、ポイントとなることは何なのでしょうか。

～イメージを統一して伝える～
　ロータリアンが思い思いにロータリーのイメージを伝えるよりも、統一性を持ったブランドとして伝える方が効
果的です。それには私たちが、ロータリーの価値観を共有するだけでなく、ロータリーのボイスである「賢明さ」
「おもいやり」「粘り強さ」「行動を促す力」を念頭に置いて話をする、ロゴを正しく使う、ロータリーを表す色
を使う、私たちが行動人であることを表す写真を使う、などが有効で す。
　それを助けてくれるのが My ROTARY にある「ブランドリソースセンター」なのですが、残念ながらまだま
だロータリアンの間で有効活用されているとは言えないのが現状です。今年度は多くのクラブに積極的に活
用していただけるよう努めたいと思います。

～感動と共に伝える～
　大切なのは「自分の言葉で感動を伝えること」です。どんなに立派な文章でも、講演でも発信する人の
心が受信する人に伝わらなければ、仮に情報は届いたとしても、インスピレーションは届きません。私たちは自
分の体験したことを自分の言葉で感動を持って語らなければなりません。コロナ禍のために、多くの人が顔を
合わせて同じ場に集うことがむずかしい時代ではありますが、幸いフェイスブック、ツイッターなどのＳＮＳ、地
元の新聞やテレビ局のニュースなどのメディアは私たちに味方してくれます。１０月２４日は「世界ポリオデー」
ですが、そのイヴェントでさえ、今年度はオンライン上で行うことを考えてみてもいいのではないでしょうか。こ
のような時代こそ、ロータリーが放つ光が世界に届くように活動していきたいと思います 。

第２地域 ロータリー公共イメージコーディネーター 服部陽子（東京広尾RC）

Region 1 & 2 & 3

2020年 ８月号 No.2
発行 :Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

コーディネーター

NEWS
コーディネーター

NEWS
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【ロータリー歴】　1992年2月7日　入会
1996－1997年　幹事
2012－2013年　クラブ会長

【表彰】            ポール・ハリス・フェロー

【ロータリー歴】　1992年2月7日　入会
1996－1997年　幹事
2012－2013年　クラブ会長

【表彰】            ポール・ハリス・フェロー

訃報 謹んでお悔やみ申し上げますとともに
心からご冥福をお祈り致します

苫小牧ＲＣ

梶川   昇会員  2020年7月21日ご逝去　（享年 70 歳）

滝川ＲＣ

阿部俊彦
令和２年７月２日入会

公証人

（敬称略）

滝川ＲＣ

山口洋史
令和２年７月２日入会

臨床検査

滝川ＲＣ

船橋　儀
令和２年７月２日入会

金融業

江別ＲＣ

及川哲也
令和２年７月２日入会

ガス事業

深川ＲＣ

清水秀晃
令和２年７月7日入会
自動車販売

苫小牧ＲＣ

小林健司
令和２年７月３日入会

ホテル

苫小牧ＲＣ

大矢正也
令和２年７月３日入会

生命保険

苫小牧ＲＣ

水本健一
令和２年７月17日入会

  地方銀行

新 会 員 の ご 紹 介
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地区カレンダー 8月8月 9月9月
９月  基本的教育と識字率向上月間ロータリーの友月間
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札幌西RC創立60周年記念式典

敬老の日

秋分の日

８月  会員増強・新クラブ結成推進月間
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山の日

公式訪問（函館亀田RC）

公式訪問（函館東RC、函館セントラルRC）

公式訪問（函館北RC）

公式訪問（北斗RC）

公式訪問（札幌ライラックRC）

公式訪問（伊達RC、室蘭北RC）

公式訪問（室蘭東RC）

公式訪問（室蘭RC、登別RC）

公式訪問（札幌はなますRC、北広島RC）

公式訪問（余市RC）

公式訪問（岩内RC）

公式訪問（札幌清田RC）

公式訪問（蘭越RC）

公式訪問（えりもRC）

公式訪問（新札幌RC）

公式訪問（札幌西北RC）

公式訪問（留萌RC）

公式訪問（羽幌RC）

公式訪問（札幌幌南RC）

公式訪問（江差RC、七飯RC）

公式訪問（森RC）

公式訪問（函館RC、長万部RC）

公式訪問（函館五稜郭RC）

公式訪問（洞爺湖RC）

～15日（火） 第１回ガバナーエレクト研修セミナー（ZOOM会議）

公式訪問（静内RC）

2020年8月のロータリーレートは地区HPをご覧下さい。
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